【茨城史料ネットニュースレターNo.113（110から変更）】

□2014年度歴史資料ネットワークシンポジウム「資料保存に集う人々―そのあり方を考える」参加記

　
　2014年7月12日に、兵庫県神戸市の神戸市立兵庫勤労市民センターにおいて、歴史資料ネットワークシンポジウム「資料保存に集う人々―そのあり方を考える」が開催され、茨城史料ネット事務局幹事である市川大暉が報告を行いました。

なお、シンポジウムの概要については、下記のURLをご参照ください。

歴史資料ネットワークシンポジウム「資料保存に集う人々―そのあり方を考える」概要
URL:http://siryo-net.jp/event/201406-annual-meeting/

　シンポジウムでは、主に資料保存の現状と今後の在り方等について議論が行われました。今回は、同会の参加記を、報告者である市川自身が執筆いたしましたので、ぜひご覧ください。

------------------------------------------------
■2014年度歴史資料ネットワークシンポジウム「資料保存に集う人々―そのあり方を考える」参加記

　
　2014年7月12日土曜日に、兵庫県神戸市の神戸市立兵庫勤労市民センターにおいて、歴史資料ネットワークシンポジウム「資料保存に集う人々―そのあり方を考える」が行われた。
　私も報告者の一人として参加し、茨城史料ネットの活動などを紹介した。シンポジウムのねらいは、「東日本大震災をはじめとする被災資料保全の現場において、どのような人々が活動を担っているのか、また、そのあり方はどのようなものなのか」という、資料保全の現場の情報共有・意見交換にある。私もシンポジウムを通して資料保全活動のあり方を学び、茨城史料ネットの活動について改めて考え、見つめなおす機会になった。以下に、3本の報告について内容を紹介し、それに対する私見を述べたいと思う。

各報告者とタイトルは以下の通りである。
?市川大暉(茨城史料ネット事務局幹事)
「茨城史料ネットの資料保全活動―学生の視点からみた課題と可能性―」
?吉原大志(歴史資料ネットワーク運営委員)
「資料保存へのきっかけをつくる―水損資料修復ワークショップとボランティア―」
?平田正和(株式会社工房レストア)
「紙文化資料の町医者を目指して」

　まず、市川報告では、自分自身がどのような経緯・思いで茨城史料ネット活動に参加したのか、そして3年目を迎えた茨城史料ネットの課題と、学生が活動することのメリットや可能性について述べた。報告では、私が経験した2012年の「茨苑祭」(茨城大学学園祭)での展示準備・解説や、常陸太田市と常陸大宮市で行われる「集中曝涼」への参加などを通して、茨城史料ネットでの活動が、学生の勉強や社会経験の場となりえることを指摘した。そして、茨城史料ネットの活動を経験した学生が社会へ出ることで、地域における資料保全活動を一層推進できる可能性があることを述べた。また、活動の担い手を広げていくために、ボランティアと学習の両立が必要であると主張した。
　次に、吉原報告では、氏が取り組んでいる水損資料修復ワークショップから明らかになった「歴史資料をめぐる多様な価値認識の位相」と、それに伴い、被災地にあらわれるニーズに即して保全活動を考える必要性が述べられた。氏は、ワークショップを、ノウハウを伝えるのみではなく、資料保全の考え方を伝える場・きっかけづくりの場として捉えなおすべきだと主張する。そのうえで、これからを見据えて活動をどのように継続し、そして広げていくかが重要な課題であるとした。
　最後に、平田報告では、「国としての財産から個々人の思い出の品までそこに宿る思いに軽重はない」という理念のもと、地域文化を継承していくためには、そこにあるからこそ意味がある「地域資料」を伝えていくことが重要だと述べられた。そして、地域資料を伝えるためには、資料の扱い方といった「技術」を広めるワークショップが必要だとする。また、氏は、紙文化資料の「家庭医」のような存在を目指すという目標を掲げた。
　3本の報告終了後、各報告に対する質疑応答と全体を通しての議論が交わされた。ここでは印象に残った質疑応答や議論の一部を紹介したい。
　市川報告に対しては、目録の作成方法や作成理念についての質問があった。茨城史料ネットでは、なるべくわかりやすく情報を拾い上げ、誰にでも伝わるような目録を目指している。だが、その基本方針は目録作成の現場すべてで採用するのではなく、その都度、資料の量や求められるスピードを勘案し、臨機応変に対応すべきであることが指摘された。
　吉原報告に対しては、「歴史資料」というものの捉え方についての議論が交わされた。これまで、資料保全の現場では、古文書だけでなく、様々なものを救済・保全の対象にしてきた。資料をレスキューすることは、それを持っていた人の立ち直りを支えていくことである。氏の報告中でも、地域資料は、「歴史資料」であり「思い出の品」でもあるという多様性が指摘されている。しかし、それらをすべて「歴史資料」として一括りにしてしまうことで、史料ネットとしての活動が曖昧にならないか、という指摘もあった。東日本大震災後には、写真やアルバムなど、持ち主に「返せない資料」が多く発生した。このような、返却できない思い出の品と資料保全はどこで線引きをするのかという問題もあり、歴史資料と呼ぶものの多様化と、それらをどこまで保全すべきなのかという大きな課題があることが明らかになった。
　平田報告に対しては、紙文化史料の修復という活動の方針や専門家としての立ち位置に関する質問があった。氏は、「修復家」ではなく、困った時の「御用聞き」のような存在を目指したいという自身の理念や、修復の現場において、「直しておしまい」ではなく、資料を残す努力をしていく必要があることを述べた。さらに、ワークショップを、「楽しかった」で終わらせない、双方向性のあるものへ深めていく必要があると提言した。
　その後、シンポジウム全体に対しての質疑応答でも、様々な角度から議論が交わされた。その中で、被災資料に関して、それら個々は個人の所有物であるとともに、被災した資料は全体として、災害を経験し救済・保全された「被災資料」となり、共通性を持つものとして再生することが指摘された。そして、「個人のもの」であるとともに「社会のもの」でもある、「二重の力」を持つ資料として社会に説明していく必要があることが示された。また、世論・社会通念として一般化されつつある資料保全という活動に関して、ボランティアという言葉を使わなくても活動が語れるようになることが理想的であるという意見が出された。学生・研究者・専門家・住民・市民等が、それぞれの立場で役割を果たし、資料保全が達成されることが理想であり、本来は一時的なものであるはずのボランティアだけに頼るのではなく、長期的な活動が可能となる形が最終的な理想像ではないか、との問題提起もなされた。
　最後に、シンポジウムに参加して感じたことや考えたことについて私見を述べたい。
　今回の報告を通して、活動を継続していくことの意義や重要性を改めて感じた。地域の文化を次世代へ継承するためには、地域の歴史資料を守ることが重要である。そのためには、単発の行動で終わるのではなく、資料の救済・保全と、その先を見据えた双方向の関係を、所蔵者・地域とともに築いていくことが求められているのではないだろうか。
　また、資料保全の成果の公開も、これから重要になってくると痛感した。質疑応答の中で、地域の歴史や文化を知りたい・学びたいという人にとって、目録は「情報」であり、それが広く公開されることが求められる、という意見があった。設立3周年を迎えた茨城史料ネットでも、情報を公開して社会に還元していくことが課題である。これまでもシンポジウムや講演会などで成果報告を行っているが、目録の公開など、資料所蔵者とも話し合いながら、新たな社会還元の形を模索していく必要性があるのではないだろうか。
　そして、活動を継続させていく上で、「できること」と「できないこと」を見極める必要性があると感じた。吉原報告にあった、ワークショップをする側が「わからない」「できない」と言うことによって、地域との新たな対話が生まれるという指摘は、とても示唆的である。私たちができるのは歴史資料の救済・保全の一部を「お手伝い」することであり、資料の活用や継承など、すべてに責任を持てるわけではない。だからこそ、対話の中で、資料の持つ歴史的価値や重要性を、きちんと資料所蔵者や地域住民に伝えていく責任があることを自覚しなければならない。これからの資料保全活動にとって、「できない」からこそ生まれるつながりを大事にしていかなければならないと感じる。
　先日、3周年を迎えた茨城史料ネットだが、まだまだ課題は多く残されている。今回のシンポジウムに参加したことで、これからの活動に対するヒントを多く得られたと思う。今後も微力ながら活動に貢献していきたい。
　尚、今回のシンポジウムの報告の様子や当日の配布資料は、歴史資料ネットワークのホームページ上で公開されている。下記URLから参照していただければ幸いである。

・歴史資料ネットワークHPの該当ページ
http://siryo-net.jp/activity/20140712-am-ust/
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